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昨
年
７
月
28
日
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
を
受
け
た
田
万
川
・
須
佐
地
域
。
全
国
各
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
や
地
元
の
企
業
、
商
店
、
学
生
、
主
婦
、
民
生
児
童
委
員
な
ど
多
く
の
方
々
が
駆
け
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
の
小
学
生
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
地
域
が
少
し
で
も
早
く
元
気
を
取
り

戻
す
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。

萩
市
立
育
英
小
学
校

６
年
　
矢
野
明
日
風
さ
ん

小
学
校
最
後
の
夏
休
み
。
私
は
少
し
で

も
元
の
須
佐
を
取
り
戻
す
た
め
、
２
つ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
１

つ
め
は
、公
民
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

私
は
姉
と
友
だ
ち
を
さ
そ
っ
て
掃
除
を
し

ま
し
た
。
日
に
ち
が
過
ぎ
る
と
、
だ
ん
だ

ん
疲
れ
た
け
れ
ど
、
公
民
館
は
き
れ
い
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

２
つ
め
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
活
動
で
す
。
飲
み
物
や
お
し
ぼ
り

を
配
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
お
も
て
な
し
を
す
る
活
動
を
し
ま
し

た
。
私
が
こ
の
２
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
公
民
館
の

方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
笑
顔
が
見
ら

れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

２
学
期
が
始
ま
っ
て
も
、
私
た
ち
は

「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
26
」
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
何
度
も
話

し
合
い
、
縁�

�
�パ

ッ
ク
の
準
備
と
配
布
、
わ

か
ば
団
地
の
表
札
づ
く
り
や
訪
問
、
ご
縁

ま
つ
り
で
の
プ
ラ
板
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
、

Ａ
Ｂ
Ｕ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
で
の
公
演

な
ど
、
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
の
方
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
ま
し
た
。

大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
26
人

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人

に
出
会
え
た
り
、
挑
戦
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
育
英
小
学
校
の
み

ん
な
や
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
て
も
ら

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦

し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
私
た
ち
の
活
動

を
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
26
人
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
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保
護
者
　
中
原
愉
季
子
さ
ん

心
弾
ま
せ
て
迎
え
た
夏
休
み
に
起
こ
っ

た
豪
雨
災
害
は
、
須
佐
・
田
万
川
地
域
に

と
っ
て
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
る
出
来
事

と
な
り
ま
し
た
。
災
害
発
生
当
初
か
ら
、

全
身
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
土
砂
を
運
搬
し

て
い
る
子
ど
も
の
姿
を
多
く
見
か
け
ま
し

た
。行

事
の
一
部
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
の
中
で
迎
え
た
２
学
期
、
子
ど
も
た

ち
は
か
け
が
え
の
な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

縁
パ
ッ
ク
を
作
っ
て
地
域
の
方
々
に
配
布

し
、
仮
設
住
宅
の
表
札
づ
く
り
や
訪
問
も

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
地
域
の
小
学
生

や
地
元
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
皆
で
協
力

し
て
五
縁
ま
つ
り
へ
参
加
し
た
こ
と
。

さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
す
る
こ
と

で
、
言
葉
で
聞
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
な
く
、
実
際
に

身
を
も
っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
体
験

し
、
人
は
互
い
に

助
け
合
い
、
声
を

掛
け
合
っ
て
一
歩

ず
つ
歩
ん
で
い
る

こ
と
や
、
笑
顔
で

接
す
る
こ
と
で
自

然
と
相
手
も
元
気

づ
け
ら
れ
る
の
だ

と
知
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
に
は
、
相
手
を
思
い

や
る
気
持
ち
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
災
害
で
の
経
験
が
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
糧
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

萩
市
立
育
英
小
学
校

６
年
担
任
　
山
本
豊
三
さ
ん

毎
年
恒
例
の
花
火
大
会
、
ま
さ
に
そ
の

日
に
水
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。
被
災
後
、

子
ど
も
た
ち
は
、
家
の
片
づ
け
や
家
族
の

職
場
の
片
づ
け
、
公
民
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

の
活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
貴
重
な
体

験
を
紡
ぎ
あ
わ
せ
、
学
び
と
し
て
生
か
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
育
英
小
学

校
６
年
生
は
、
育
英
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

（
Ｉ
Ｋ
Ｅ
26
）
を
結
成
し
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～
」
と
し
て
、
様
々
な
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー

や
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
を
す
る

中
で
、
自
分
た
ち
で
納
得
す
る
ま
で
話
し

合
っ
た
活
動
プ
ラ
ン
が
実
現
す
る
喜
び

や
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
す
る
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
萩
市
内
の
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
や
以
前
同
じ
よ
う
に
水
害
に
あ
っ
た
熊

本
県
の
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
、
萩
地
域

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
、
阿
武
町
の
Ａ
Ｂ
Ｕ
ウ
ォ

ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
の
皆
さ
ん
な
ど
、
自
分

た
ち
を
応
援
し
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
人

の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
中
で
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
話
し
合
い
、
取
り
組
み
、

振
り
返
り
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
取
り

組
ん
だ
活
動
は
、
自
分
た
ち
の
縁
を
強
く

し
、
自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
水

害
と
い
う
過
酷
な
体
験
を
自
分
た
ち
の
学

び
と
し
て
生
か
し
、
大
き
く
成
長
し
た
子

ど
も
た
ち
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

「
体
験
を
学
び
に
か
え
る
」

「
か
け
が
え
の
な
い
体
験
」



福福
栄栄栄
福

法
的
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ

12
月
７
日
、
福
栄
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
第
16

回
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の

取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
リ

フ
ォ
ー
ム
詐
欺
や
振
り
込
め

詐
欺
、
相
続
や
遺
言
な
ど
に

つ
い
て
、
山
口
正
之
弁
護
士
か
ら

事
例
を
交
え
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。ど

こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か

と
質
問
さ
れ
る
な
ど
、
参
加
さ
れ

た
方
々
も
身
近
な
問
題
と
し
て
熱

心
に
聴
か
れ
て
い
ま
し
た
。

127
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々々並並
佐佐
並々

佐

「
は
い
。
せ
り
、
な
ず
な
、
ご
ぎ
ょ
う
…
」

と
、
指
を
折
り
な
が
ら
七
草
を
数
え
る
小
学

生
。
始
業
式
の
日
、
佐
々
並
地
区
に
20
年
前

か
ら
伝
わ
る
「
七
草
が
ゆ
の
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
七
草
が
ゆ
は
、
今
年
も
一
年
元
気

に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
、
四
つ
葉
の
会
の

お
母
さ
ん
た
ち
が
一
生
懸
命
作

り
ま
し
た
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
、
一
礼
し
て
部
屋
に
入
っ
て

く
る
子
ど
も
た
ち
。
お
母
さ
ん

た
ち
は
、「
み
ん
な
親
戚
み
た

い
だ
よ
ね
」
と
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
顔
を
見
な
が
ら
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。

18
春
の
七
草
わ
か
る
人
！

川川
上上
川
上

保
健
推
進
員
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
企
画

さ
れ
た
今
回
の
ふ
れ
あ
い
世
代
間
交
流
会
に

は
、
地
域
の
親
子
と
サ
ロ
ン
に
参
加
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

福
笑
い
な
ど
の
正
月
遊
び
を
し
た
り
、
調

理
道
具
の
お
玉
で
箱
の
中
の
お
菓
子
を
と
っ

た
り
し
ま
し
た
。
日
頃
、
孫
や
ひ

孫
と
接
す
る
機
会
の
少
な
い
高
齢

者
に
と
っ
て
も
、
楽
し
い
交
流
の

ひ
と
時
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

今
後
も
多
世
代
が
楽
し
く
交
流

で
き
る
よ
う
に
、
３
月
に
未
就
学

児
の
子
ど
も
た
ち
の
運
動
会
、
４

月
に
は
さ
く
ら
ま
つ
り
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

118

須須
佐佐
須
佐

唐
津
焼
体
験
で
思
い
出
作
り

育
英
小
学
校
26
名
と
弥
富
小

学
校
３
名
の
６
年
生
が
、
卒
業

記
念
の
陶
芸
作
り
を
し
ま
し

た
。地

元
の
伝
統
工
芸
に
触
れ
、

心
に
残
る
思
い
出
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
、
坂
本
朝
志
さ
ん
と
伊

藤
正
久
さ
ん
を
迎
え
て
唐
津
焼

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち

は
、初
め
て
の
体
験
で
し
た
が
、

マ
グ
カ
ッ
プ
や
お
皿
な
ど
自
分

の
好
き
な
も
の
を
作
り
、
な
か

な
か
の
出
来
栄
え
と
の
こ
と
で

し
た
。

129
ふ
れ
あ
い
世
代
間
交
流
会
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近所の人と出会ったり、立
ち話をすることが少なくなり、
一人で過ごす時間が多くなり
ました。福祉員として配り物
を届けている時もそんなこと
を感じ、寂しそうにされている方を見かけることが
あります。しかし、一緒に話をしたら笑顔で会話が
弾みます。

昨年の福祉員研修会で「ご近所サロン」のことを
聞き、私のところでも必要だなと思っていました。
９月から月１回程度、私の自宅で３人で始めてみま
した。集まる日時は２人と話し合って決めます。最
初は３人で始めましたが、今は他の方も来られ、時
には「悪質な訪問販売、電話勧誘」があったことな
どを情報交換しています。

地域の縁側として、ご近所サロンに笑顔が絶えな
いよう元気に活動を続けていきたいと思います。

ご近所に笑顔
（田万川・本町／80歳）
石川　京子さん

平成12年から町内会長を引
き受け、皆さんのご協力をい
ただきながら町内会活動をし
ています。何かあったときに
助け合えるように、「町内のみ
んなが親、兄弟のようなもの」と思って日頃から親
睦を深めるようにしています。２年前に社会福祉部、
昨年は自主防災組織と作りましたが、これも同じ想
いです。行事をすることだけが目的ではなく、婦人
部の方々にも協力をいただいて食事を囲んでの楽し
い語らいを大切にしています。

以前から、老人クラブの定例会にあまり参加され
ない方や家に閉じこもりがちな方のことも気になっ
ており、少人数のご近所サロンを始めました。

町内の人数も減少していますが、さまざまな活動
を通じて日頃から交流と親睦を深め、温かい町内会
づくりを続けていきたいと思います。

親、兄弟のようなもの
（萩・新川東の１／72歳）
山本　憲二さん

地域の縁側、ご近所に笑顔。

全国にある社会福祉協議会共通のシンボルマーク
です。社会福祉及び社会福祉協議会の「社」の文字
を図案化し、「手をとりあって、明るいしあわせな
社会を建設する姿」を表現しています。

昭和47年、全国社会福祉協議会20周年を記念して、
公募によりデザインが選ばれ選定されました。

有志の自宅などを会場に、ご近所
で日頃から顔なじみの関係を育む
「ご近所サロン」を行っています。

社会福祉協議会
シンボルマーク

肢体不自由であることを理由に、免許に条件を付
されている方が運転する車に表示するマークです。
マークの表示は努力義務となっています。

危険防止のため、やむを得ない場合を除き、この
マークを付けた車に幅寄せや割り込みを行った運転
者は、道路交通法の規定により罰せられます。

身体障害者標識

人工肛門・人工膀胱（ストーマ）を造設している
人（オストメイト）のための設備があることを表し、
オストメイト対応のトイレの入口・案内誘導プレー
トに表示されています。排泄物の処理、ストーマ装
具の交換・装着、ストーマ周辺皮膚の清拭・洗浄、
衣服・使用済み装具の洗浄・廃棄などができるよう
に配慮されています。

オストメイト標識

車の乗り降りのためにドアを全開にしなければな
らない方、歩行困難などでできるだけ建物に近い位
置に駐車する必要がある方の駐車スペースです。

利用証を提示することで、公共施設や店舗などに
ある身障者駐車場で山口県に登録された「やまぐち
障害者等専用駐車場」を利用することができます。

やまぐち障害者等
専用駐車場



氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額

齊 幸生 大屋の１ 母／　子 金一封
岡村ハナ子 浜崎１区の１ 夫／政春 金一封
池部　繁 江向３区の２ 父／叔邦 金一封
飯尾　浩 上野の１ 父／邦夫 金一封

中　良光 上野の１ 母／鷹代 10,000円
上村　功 山口市大内矢田 母／フジコ 金一封
藤﨑　義次 玉江浦１区の３ 祖母／タケ子 金一封
阿座上節子 川島２区の２ 夫／保 金一封
上田　直和 玉江２区の２ 父／貞男 金一封
藤本まゆみ 山田１区 父／木村　務 金一封
大津　久幸 雑式町 妻／豊子 金一封
藤山　光雄 熊谷町の１ 母／秀子 100,000円
小谷　慎一 三見河内 祖父／勉 金一封
阿武　滿夫 三見吉広 父／偆二 金一封
刀禰田　悟 大島浜 弟／行夫 金一封
井町　敏一 大島赤穂瀬先 父／猛 金一封
倉重　愛子 椎原の２ 夫／輝男 金一封
金子　清美 三見浦２ 父／堅太郎 金一封
景由　孝子 三見石丸 義母／アヤ子 金一封
綿屋　佳孝 堀内１区の２ 父／佳男 金一封
見嶋三枝子 川島１区の１ 母／澄江 金一封
田原多美代 香川津の２ 母／田口ミサコ 金一封
森下　輝美 玉江浦１区の２ 夫／直治 金一封
杉山喜代志 小原 父／昭治 金一封
三好ふみ江 川島３区の１ 夫／武利 金一封
林　祥彦 中ノ倉の１ 妻／文子 金一封
金子　伸彦 雑式町 母／清子 100,000円
髙森　房子 江向１区の１ 母／河村イチ子 金一封
種子ミツヨ 江向３区の２ 夫／忠義 金一封
弘　恵子 雑式町 夫／幹兼 金一封
濱野　秀生 周南市新清光台 父／吉堯 金一封
今井　蔦子 下五間町の２ 夫／清純 金一封
明満寺 三見駅通 前坊守／山本貞子 金一封
朝田　哲男 中津江の１ 長男／大裕 金一封
松浦　隆博 大井浦中 叔父／政彦 金一封
植田　昌子 鶴江２区の１ 母／光子 金一封
大田須美江 金谷の１ 夫／信壽 金一封
藤田　正利 青海 母／マサコ 金一封

野村　克幸 後小畑の２ 伯母／小野村文枝 金一封
川邉　伊輔 三見石丸 妻／ハル子 金一封
西山　和夫 北木間 父／勇治 金一封
恵美　猛 平安古西区の２ 母／キミヨ 金一封
厚東　啓子 上野の１ 夫／昌祐 金一封
大嶋　進 御許町の３ 妻／靜代 金一封
山中三津子 椿町の２ 夫／康利 50,000円

松野　恒子 弁天 母／スエ子 金一封
村上　昇 上本郷 母／重子 金一封
中津　了 土居 妻／君枝 金一封
増野日出夫 上本町 叔母／智津代 金一封
藤井　信雄 上本町 母／キクヨ 金一封
伊藤　昇 益田市 母／カネ子 金一封
高田　佳輝 わらび台 父／計正 金一封
大田　勉 下郷 母／茂子 金一封

大井　和之 志和田 父／ 昌 金一封
竹重　時宏 大光寺 長男／裕章 金一封
熊野二美枝 湯ノ口 母／喜美枝 金一封
藏増　聡 野田 父／利一 金一封
中村　達義 金谷 祖母／マツヨ 金一封
清水　幸人 宇立 父／稔 金一封
平野　專治 千石台５区 父／春雄 金一封

波田　伸一 松原 父／治夫 金一封
谷岡　進 弥富10区 母／澄子 金一封
津守　広志 野頭 父／伊佐男 金一封
松本　幸雄 上三原 母／トシ子 金一封
安岡　博文 弥富11区 母／信子 金一封
山本　慶司 北谷 父／司郎 金一封

眞田慎太郎 大下 祖母／フミコ 金一封
和木　薫 矢代 母／雪子 金一封
藤井　敏英 牛地 伯父／元助 金一封
山本　勝茂 上横瀬 母／サダ子 金一封

森田　敦代 吉田 夫／幸夫 金一封
藤原　悟 鶴ヶ谷 父／清治 金一封

萩

寄付者の承認を得たもののみを掲載しています。
※平成25年11月１日〜12月31日受付分（敬称略）
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田　万　川

む　つ　み

須　　　佐

旭

福　　　栄



広島県安芸郡府中町 4,000円
匿名 12,887円
山口県社会福祉協議会職員組合 山口市大手町 20,000円
山根　スミ子 江向２区の１ 2,500円
玉田　敏夫 土原２区の２ 10,000円

岡村　正治 川上山田 交通遺児へ 14,392円

上村　敏 小川４区 金一封
伊藤　勝夫 小川12区 金一封

堀野美奈子 松原 金一封

長小野ささゆりサロン 長小野 3,000円
匿名 3,000円

みかん10㎏ 徳長　文夫 玉江１区の１

書き損じはがき261枚 中澤　孝和 下横瀬

氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所
田　万　川萩

須　　　佐

萩

旭

氏　　名物　品　名 住　所
紙おむつ 山本　勝茂 上横瀬

米　30㎏ 岡　敦子 永井
福　　　栄

氏　　名物　品　名 住　所

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源となっています。どうかご協力ください。（香典返し・一般寄付合計 94件4,634,093円）

白上　璫慧 壇今木 母／ウメ 金一封
佐々木　清 榎屋 母／雪代 金一封
小野　善和 永井 父／一昭 金一封

白神　良一 鎌浦 母／アサコ 金一封
藤原　俊祐 平蕨台 妻／三子 金一封

旭

2014.2.1 vol.547

介護の中でふと感じる気持ち、思わず笑ってしまっ
たり、幸せを感じたりする思いなどを込めた川柳の募
集を行いました。

今回は、30名から80作品の応募があり、15句の入
賞作品が決まりました。おめでとうございます。
●萩市長賞

良薬は背中をさするもみじの手　　　　岡村南美枝
●萩市社会福祉協議会長賞

背に当てた手の温もりに目が笑う　　　田中美晴
●井上剣花坊顕彰会長賞

介護から学ぶ命の大切さ 沖野益也
●総　評

介護に対するそれぞれの立ち位置の違いがありま
す。する側、される側、そして夫、妻、親と子、祖
父母と孫など、そこに温かい血の通い、心の通いが
あります。その感動を伝える文芸としての川柳、正
に人を詠む川柳の素晴らしさを再認識させてくれま
した。　　　　　　　　　　　 萩川柳会　大場孔晶

萩市地域福祉推進セミナー
人生90年となった今、老化や認知症介護の問題は他

人事ではありません。老いてどのような時間の使い方
をして、どのような住まい方をして、どのような人生
の閉じ方をするのか、元気な今だからこそ、自分の今
後について考えてみましょう。
●日　　時 ２月18日㈫　13:30～16:00
●場 　 所 サンライフ萩
●内 　 容

1)ビデオ上映 「無縁社会
−無縁死３万２千人の衝撃−」

2)講演　「上手に老いるための老い支度～自己点検ノ
ートを使って老いの準備運動を始めよう！」
石黒秀喜さん
（財）長寿社会開発センター審議役、厚生
労働省時代に介護保険制度創設に関わる。

●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

書き損じ葉書をおゆずりください
葉書によって毎月１回、一人暮らしの高齢者の見守

り活動を行っています。
文面は中学生や母親クラブの皆さんが書かれ、郵便

局員さんが手渡しで届け、高齢者に何か異変があれば
社協や民生委員に連絡があります。

書き損じや未使用の葉書、年賀状をご提供ください。
●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

毎日の食事は多くの方の場合ごくあたり前で、健康
な歯でおいしく食べることができていると思います。

しかし、毎日の歯磨きや清掃以外に、専門家でなけ
れば分からないことがあります。かかりつけ歯科医院
をもち、定期的にケアを受けることが、おいしい食事
につながります。食事とは、人を良くする事です。(た)

編　集　室

川　　　上

備　考 金　額

萩ボラセン万歳
防災ネットワークうべ

第２回 明るく、楽しい介護川柳
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住
み
や
す
い
明
木
を
育
て
る
会
代
表

岡
村
健
哉

地
区
地
区
のの
課
題
課
題
にに
地
道
地
道
にに
取
組
取
組
むむ

地
区
地
区
のの
課
題
課
題
にに
地
道
地
道
にに
取
組
取
組
むむ

地
区
の
課
題
に
地
道
に
取
組
む

取
組
み
の
き
っ
か
け

「
明
木
地
区
内
で
ゴ
ミ
出
し
に
困
っ
て

い
る
方
に
、
何
か
対
応
を
考
え
て
は
も
ら

え
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、
３
年
前
に
行
政

か
ら
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
ど
う

考
え
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、
そ
の
ま

ま
棚
上
げ
に
し
て
い
ま
し
た
。

実
態
を
知
る
た
め
に
地
区
内
を
周
っ
て
声

を
聴
く

３
年
が
経
っ
て
地
域
を
見
回
し
た
と

き
、
委
員
の
中
で
ど
う
し
て
も
ゴ
ミ
出
し

の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
困
っ

て
い
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
、
話
し
合
い
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

机
に
つ
い
て
考
え
て
も
前
に
な
か
な
か
進

ま
ず
、
実
態
を
知
る
た
め
に
自
分
た
ち
の

足
で
調
べ
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

明
木
地
区
内
に
あ
る
40
箇
所
の
ゴ
ミ
集

積
所
を
見
て
歩
き
、
そ
の
位
置
や
集
積
所

ま
で
出
す
の
に
大
変
な
住
民
は
い
な
い

か
、
委
員
が
手
分
け
を
し
て
集
落
の
行
政

推
進
員
に
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

調
査
し
た
結
果
を
ど
う
す
る
か

●
ゴ
ミ
集
積
所
の
箱
が
小
さ
い
の
で
、
ゴ

ミ
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

●
一
人
暮
ら
し
の
方
が
坂
道
を
越
え
て
出

し
て
い
る
の
で
、
近
く
に
も
う
一
か
所

増
設
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

●
大
変
な
方
は
、
出
会
っ
た
方
が
手
伝
っ

て
い
る
。

今
、
こ
う
し
た
声
を
ま
と
め
、
課
題
を

整
理
し
て
行
政
に
は
た
ら
き
か
け
た
り
、

各
集
落
で
取
り
組
め
る
こ
と
を
見
つ
め
直

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
を
考
え
る

時
に
は
暗
礁
に
の
り
あ
げ
た
り
、
華
や

か
な
結
果
が
出
な
い
こ
の
会
の
活
動
で
す

が
、
目
に
見
え
に
く
い
地
域
の
課
題
を
ど

の
よ
う
に
し
て
解
決
し
、
形
に
し
た
ら
よ

い
の
か
。
手
探
り
の
ま
ま
地
道
に
６
年
間

続
け
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
机
を
囲

ん
で
の
会
議
か
ら
自
分
た
ち
の
足
で
地
域

を
ま
わ
り
、
明
木
に
住
む
人
の
声
を
聞
き
、

そ
の
声
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
が
、
必

要
な
こ
と
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

一
つ
一
つ
の
課

題
を
丁
寧
に
解

決
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。


